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このたびはトヨトミ八イブリツド加湿 
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ま全のためにがずお守 D < ださい 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、おずお守りいただくことを、 
次のよ 5 に説明しています。 

■表示內容を無視して誤った促い方をしたときに生じる盾:害や損害の程度を、巧の表示で怪分し、説明し 
ています。 


么警告 (WARNING) 
A ミち意 （CAUTION) 


取扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷を負ラ 
可能性が想定立れる場合。 

取扱いを誤った場台、使用者が傷害を負ラを険が想定 
される場合および物的損害のみの発生が想定される場合。 


★ IA ま意 J の欄に記載した事項でを、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 

いずれを安全に関する重要な内容を記載していますので、ぶ、ず守ってください。 

★説明文中の [お願い] 事項は、本機を誤りなく使巧していただくための注意事項び記載してありますの 
で、お守りください。 


本で中や本体に使われている図記号の意味は、次のとおりです< 


&禁止廠分解禁止獲) 


水めれ禁止 


(§) 


めれ手禁止 


C 電源プラグ 

棚く W 



告 （ WARNING ) 


★修理•分解•改造はしない。 

♦火が-感電の原因になりまず。 

修理はお買上げの販売店または「トヨト S お客様相談窓□」へご連絡 
<ださい。 

★本化を水につけない、水をかけない、直接水を入れない。 

♦エアーフイルター-コネクタ是込□(インレット）-つードか 5 水び 
回りこんで乂災-感電 • ショートの原因になります。 


★電源 コードを傷つけない。 

•加工した 0 束ねたりしない、引っ張らない、上に物をのせない。 
破損して、乂災•感電の原因になります。 


★幼巧の手の届く巧で使わない。 

•感電 • やけど • 部品を誤飲する原因になります。 


★濡れた手で電源プラグを巧差ししない。 
♦感電の原因にな Q ます。 


★本体內部のお手入れに下記の洗浄剤を使用しない。 

♦塩素系-酸性-アルカ U 性-加湿器巧洗浄剤(クエン酸等） 

本体内部に洗ミき剤び残り、有毒ガス発生や水漏れの原因になります。 


★霜の出口、贩気□(エアフィルター）に異物を入れない。 
参感電 • やけどの原因になります。 
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告 （ WARNING ) 


★電源プラグは根元まで確実に差込む。 

•電源コードや電源プラグび異常に発熱し溶けた0変形して感電 
ショート-発火の原因になります。 

傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは使わないでください。 

★お手入れは電源プラグを巧いてか5おこなラ。 

♦感電の原因になります。 


★定期的に電源プラグ-コネクタ差込口（インレット)のほこりを取る。 

♦ほこりがたまると、湿気などで絶縁不良とな0、火災の原因になり 
よ9 0 

★排水するとをは、トップパネル、タンク、フードをはずし、操作部- 
表示部(ランプ)側を必ず上にして排水ずる。 

•手順と排水ち向を誤ると、水び回りこんで乂災-感電-ショートの 
原因になります。 


♦異常時（水漏れ、コゲくさい臭いなど）は運乾を停止して電源プラグを巧<。 

♦異寓のまま運転を続けると火災-感電の原因になります。 

運転を停止して、お買上げの販売店または「トヨト S お客様相談窓 
□一醫」へご連絡< ださい。 


★ AC 100 V 、 定格 15 A む上のコンセントを単独で使用する。 

• AC ]日日 V 政外、または他の器具と併用すると火災-感電の原因に 
な0ます。 

女一般家庭の居室 LU 外で使わない。 

•特に温室など高湿度で連続使用ずると、器具の寿命が短くなったり 
感輩-火災のおそれがあ0ます。 

また、食品 • 動植物 • 楽器‘美術品等の保存などの特殊用途に使用しま 
すと、加湿器自イ本ならびにこれらの品物の品質低下の原因になります。 




確那て差込む 




ほこりを取る 



〇 
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么注意に AUTION ) 


★不安定な場巧に置かない。 

参顧倒するとけびや故障の原因になります。 


★落としたタンク-本化を使わない。 

♦そのまま使うと破損箇所から水漏れしてショート-感電-発火の 
原因にな0ます。 

お買上げの販売店または r トヨトミお客様相談窓口」へご連絡ください。 

★暖房機•テレビなどの電化製品や、熱に弱いテーブルや棚などの上に置かない。 

•転倒ずると感電-ショートの原因になります。また本体底面の熱に 
よりテーブルや棚自体もしくは表面の塗装（ニスやラッカーなど）. 
の変形-変色の原因になりまず。 

★電源プラグを持って巧く。 

♦コードをもって抜くとお線が破損してショート-感電-発火の原因 
になります。 
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A 注意 （ CAUTION ) 


★タンクの水は毎曰新しい水道水と入れかえ、本体内部は常に清潔を 
保つよラ定期的に掃除ずる。 

•掃除せずにお使いになると、ミちれや水あかにより、カビや雑菌が繁 
殖し悪臭の原因になります。まれに体費によっては、過敏に反応し、 
健康によくないことがありまず。 

_この場合は医師に相談してください。_ 

★使巧中や使用直後は、持ち運んだり、お手入れをしない。 

参やけどの原因にな0ます。 


★水は必ず水道水を使用し、ミちれた水やお漏、洗剤などは入れない。 
水に薬品-香料-精ミ由などを入れない。 

•健康を青することや、器具の故障や変形の原因になります。 

女タンク内にア□マオイルを入れない。 

♦タンクび変形、破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になりま 
ず。 

★電源プラグは、ほこりやミちれが付着していないか確認し、根元まで 
確実に差し込む。 

♦ほこりや巧れび付着したり、ガタつをで接続が不完全な場合は異常に 
発熱し電源プラグが潜けた0変形して感電や火がの原因になりまず。 


★電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みびゆる 
いときは使用しない。 

♦電源コードや電源プラグび異常に発熱し溶けた0変形して感電- 
ショート-発火の原因になりまず。 

女電源コードを付けたり、破損したり、加工したり、お理に曲げた 
り、引っ張ったり、ねじったり、束ねたりしない。 

♦電源コードび破損ずる原因になります。傷んだまま使用すると火が 
-感電の原因となります。 _ 

女タンクやフードやの出□をはずしたまま、電源を入れない。 

♦水げ飛び散ったり、水柱に手を触れると痛みを感じたりして危険です。 

★水がないままや、 t 黄お、逆さにしたままで電源を入れない。また、 
電源を入れたまま横転や水を捨てない。 

•振動子がこわれ、故障の原因になります。 ___ 

★が出するとき、使用しないとき、保营するとさは、必ず電源プラグ 
をコンセントか5巧く。 

♦けびややけど、絶緑券化による感電-漏電火災の原因になります。 

★給水は、必ずタンクに給水する。水そう部に直接給水しない。 

♦送風□等に水滴び入ったりして、漏電-感電のおそれびあります。 


★水を補給するためにタンクをはずずときは、必ず r 電源スイツチ」を 
「OFF」 にする。 

参送風□に水滴び入ったりして、故障の原因になります。 
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使用上のご注意とお願い 


★直射日光のあたるところや暖房器具の近くに置かない。 

•変形-変質や故障の原因になります。___ 

★本がの上に物をのせたり、乗ったりしない。 

•転倒による本体の破損-故障の原因になります。___ 

女本イ本をさかさまにしない。 

♦故障の原因になります。 


★吸込□(エアフィルター）•の出□をふさがず、室內の空気がよく循環ずる場所に 
置<。 

参性能低下や故障の原因になります。 


★移動するときは、傾けたり、ゆすったりしない。 

参水びこぼれます。 

参水そラ内の水量び増えすざて、加湿しに<<なります。 


★凍結に気をつける。 

♦凍結したまま使5と、故障の原因になります。 

凍結のおそれのあるとをは、タンクの水を捨ててください。 


女窓やおたい壁か5は、できるだけ離して風通しの良い揚所に置く。 

♦窓や冷たい壁に類がかかりまずと、水滴となって窓や壁、床につくことびあり、カビなどが発生ず 
ることびあります。風通しの良い場所で使巧してください。 


★加湿された風を直接家具*電気製品•壁-カーテンなどに当てない。 

♦家具や壁にシ焦げ付いたり、故障-変おの原因になります。 


ア□マオイルについて 


ア□マポット.ア□マキャップ.スポンジ1；■(が（吹出口をはめ込む本体側を含 \ \ 

む）にア□マオイルび付着した時は、されいに拭を取って<ださい。変色•変 \ 

形-固着の原因になることびありまず。（ア□マポットにまだア□マオイルび 
入っている時は吹出□をタンクか5取りはずしてか百給水などの作業をしてく ふ — 

本体内部までア□マオイルび入ったおそれがある時は、本体内部の水道水を搶 弁-::^劈 

てて、タンクキャップや本体内部の振動テと水そラ部を洗浄してください。 な。7/ 

( P 11 曰常の点検•手入れ P 13 保管のしかた参照） / 

また、タンク内には絕巧にア□マオイルを入れないでください。 

タンクの変おや破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になりまず。 


炎色反応について 


ガス器具の近くでご使用になりまずと、ガスの炎(通常は青色)びだいだい色に 
なることびあります。これは水中に溶けているカルシウムなどび加熱される 
とさに特有の光を発する現象なのでむ配ありません。 



白い粉について 


お使いになる水によっては、水中に溶解しているカルシウムなどび白い粉と 
なって、テレビや家具などに付着することびあります。 

付着したときは、やね5かい巧などで早めにふきとってください。 









設置場所について 


設置場所の基準寸法のめやず 


l.SnUU 上 



こんな場所には設置しない 


落下物のむ配がある揚巧、凹凸のある場所で 
は使用しない 


不安定な物をのせた棚などの下、凹凸がある 
不安定な場所では使用しないでください。思 
わ施事故や誤作動の原因となりまず。 



じゅうたん•電気カーぺット•ふとんなどの上 

毛足び長いじゅラたんの上や、ふとんの上な 
どに置くと、吸気口がふさがれて露の出かた 
が悪<なりまず。また、内部温度が上昇して 
水びあふれたり、安全装置が誤作動ずること 
があ0ます。 


•図のように、周囲との距離を充分にとる。 

(同じ部屋で加湿器を2台凹上使用ずる場をは、 
間隔を日.日 m な上離す。） 

•テレビ■オーディオ等の A V、パソコン機器か5 
3ml；LL 離し、でさるだけ別のコンセントを使用 
する。 

電波の弱い地域では、映像の乱れや雑音が出るこ 
とびあります。 


窓やおたい壁からは、できるだけ離して風通しの 
良い場所で使用ずる 

窓や;令たい壁に霧がかかりまずと、水滴となって 
窓や壁、床につくことがあ0、カビなどび発生ず 
ることがありまず。風通しの良い場所で使用して 
I <ださい。 


直射日光があたる場所、暖房磯の上や近く、温風 
があたるところ 

変形■変色した0、センサーび誤作動することげ 

あります。また、タンクの圧力が上びり、霧の出 

かたびかなくなることびあります。 

、 -—_ 


霧が家具•壁.力ーテン-天井-電気製品などに 
直接あたるところ 

故障したり、家具などにしみび付いたり、変形の 
原因になります。_ 


電磁調理器やスピーカーの近<など、磁気のをい 
ところ 

正常に動作しない塌合がありまず。 


傾斜のあるところや不を定な場所 

本体び傾<と、加湿量び変化したり、給水ランプ 
び点滅ずることびあります。 
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各部のなまえ 

I 外観図 I 




(インレット) 


① 

トップパネル 

⑥ 

パッキン 

③ 

收出 □ 

③ 

タンクキャップ 

③ 

フード 

⑨ 

本体 
















使用前の準備 


1. タンク内の洗ミきをしまず。 


A ま后、 

，給水は、必ずタンクに給水する。水そラ部に直接給かしない。 

送風□に水滴が入ったりして、漏電-感電のおそれがありまず。 

0 



禁止 


①トッフパネルと吹出口をはずしまず。 

/-お願い- 

ァ□マキヤップを閉めて吹出□をはずしてからタンクをとりだしてください。 

開けたまま作業すると、オイルびこぼれ、変色■変形する原因になることびあります。 


② タンクを取り出します。 

③ タンクキャップを左「〇」に回して取りはずします。 
理)給水のつど、タンク巧を次の順序で洗ってください。 

(1) タンクに水道水をタンクの約 ] / 2程度入れて 
<ださい。 

(2) タンクキャップをち「〇」へ回して、しっかり 
締め、み0洗いしてタンク內の汚れを取り除さ、 
水を捨てて < ださい。 

-お願い- 


洗剤は使用しないでください。露の量びかなくなります。 


2. 水道水をタンクに入れてください。 




水はおず水道水を使用し、ミちれた水やお湯、洗剤、ミネラルウォー 

ター、井戸水などは入れない。 【\J 

水に薬品.香料*精油などを入れない。 

健康を害ずることや、器具の故晴や変おの原因になりまず。 禁止 

タンクはゆっくりと入れてください。 

誤って落とずような入れ方をしますと、タンクに水があるのに給水 i\J 
ランプび点り•ずることがありまず。このようなときは、運転スイッ v .^ 
チを r 切 J にして再び r 入」にしてください。 禁止 

注思 

★水を補給するためにタンクをはずずと走は、必ず r 電源スイッチ」 

を 「 OFF 」 にずる。 MB 

♦送風口に水滴が入ったりして、故障の原因になります。 ス y 

指示 


お願し、 


•タンクに水を入れるとを、持ち運ぶとをなどに、誤ってタンクを落としたりずると破損します。 
充分にを意してお取り扱いください。 

•給水のとさ、タンクの給水□に水道の賠□を直接差し込んで給水することはおやめくださし、。 
タンクが破損することびあ0ます。 


①トップパネルと吹出口をはずし、タンクを取り出します。 

感タンクキヤップを左「<〇」に回して取りはずし、水道水を入れます。 

③タンクキャップをち「〇」に回して、しっかり締め、タンクを本体にセットしてください。 


その後、トップパネルと吹出口を元通りセットしてください, 

■お願い 


タンクを本体か b はずしたまま、放置しないでください。暖房器具の熱や直射日光で温度が上がる 
と、タンク内の空気がふくらみ、タンクが蜜形ずることがあります。 

タンクキャップは確実に締めてください。タンクキャップを斜めに締めたり、ゆるんでいたりする 
と、水がタンクから簡単にこぼれて、お部屋を巧したり、製品にかかつて、感電やシヨートなどの 
おそれびあります。 
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3 .本体背面のコネクタ差込口（インレツ 
卜）に附属部品の電源コードのコネク 
夕を差し&み、電源プラグを コンセン 
卜に差し込みまず。 

•電源プラグを交流1日日 V 定格1日 A 臥上の専用コン 
セントに差し込んでください。 



電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつ走のない 
よラに刃の根元まで確実に差し込む。 

ほこりが付着したり、接続が不完全な場合は、異常に発熱し電源プ 
ラグが潜けたり変おして感電や义災の原因になりまず。 


0 

禁止 



表示部•操作部の見方 


現な湿度 


給水ランプ 



設定湿度 



運抵スイ 


湿度モニター(％表示で目をでず)の見方11タンクの水びなくなったとを 


[例]現在湿度日日％の場合 

郎の緑ランプが r 点灯」します。 

♦湿度が 4 o % j ； rF になると、 r 乾燥」の桓ランプ 
が r 点灯」します。 

•湿度が日0%切上になると、「を湿 J の指ランプ 
が「点な」しまず。 

♦湿度 モニターは目 まにしてください。 

(湿度計の表示と差び出ることびありまず） 
同じ室内でち温度差や気流などのため、場所 
や高さによって湿度び違ラ屬含があります。 
また、湿度を感知するセンサーはエアフィル 
ターの 輿にありまず。加湿の露がセンサー部 
付近にお0てさていると、正確な湿度を表示 
で定ません。その時は、吹出□のち向を調節 
して < ださい。 


「ピー、ピ ー 、ピー、ピー」と4回報知音が 

鳴り、給水ランプ(ホ)び r 点減」します。 
•運転は自動的に r 停止」し、 r 給水ランプ」 
を除さすべてのランプび r 消丹」します。 
♦続けてお使いになる場合は 
タンクに水を給水し、運転スイッチを1 
度押しランプを全消灯にした後、をラー 
度運転スイッチを巧すと運転が再開され 
ます。 
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使いかた 


[操作部] [表示部] 



1運転スイッチ@を巧す 

♦ r 現在湿度」、 r 設定湿度」の各ランプび r 点灯」し 
よ9 0 

•初めて加湿器をお使いになる場合や、電源コー 
ドをおいて再度差し込んだ場合、設定湿度は酣 
を表术します。 

•運転時、本体の電気部品かカチッ」といラ音 
がしますび異萬ではありません。 

•運転スイッチを巧したすぐ後は水温程度の霧が 
出ます。 

2 設定© を巧し、お好みの湿度を設定する 

•のを®を巧し、設を湿度ランプ(緑)を移動させ 
ます。 

•「連続」にすると湿度に関係なく加湿します。 


pH 加湿量につい- 

★湿度モニターの現在湿度より設定湿度のちび高いと 「強」 加湿運転をおこないます。 

(例：「猜在湿度-前％」「設定湿度-郎％」の時） 

★湿度 モニター の現在湿度より設定湿度の方げない状態びしばらく続くと加湿しません。 

(例：「現在湿度.郎％」「設定湿度-日日％」の時） 

★湿度 モニター の現在湿度と設定湿度び同じ時は「弱」加湿運転と r 停止 J で設定湿度を維持しまず。 
★設定湿度が r 連続」の時は、湿度 モニター の現在湿度び「多湿」の時は r 弱」加湿運転をおこない、その 
他の時は r 強 J 加湿運転をおこないます。 


「連続」運転時は、お部屋の湿度に関係なく加湿し続けますので、結露などに充分ご注意ください。 
床などを';需5すおそれがあります。 


3タイマー運乾を使用ずる 

♦このタイマーは設定時間げ経過すると自動的に運転を停止ずる 「切 J タイマーです。 

• 4 時間設定をおこないますと、2、4の緑ランプび r 点灯 J し、2時間が経過すると4の緑ランプび 
じ削 IJ し、さらに？時間が経過ずると2の緑ランプも「消丹ルて、自動停止します。 
♦タイマー運転をおこなラ場合はタンクの残り水量を確認してください。水び少ないとタイマー運転 
で停止する前に、運転が停止してしまいます。 


4運転を停止ずる 

♦運転スイッチを押し「刷にします。 

全てのランプび「消灯」して運転を停止します。 

♦運転が停止してを本体を;令却するために約]分間送風します。 

•長期間使用しない場合は送風停止を確認後、電源プラグをコンセントから抜いておいてくださし、。 


お知らせ 


•ボタンを巧ずたびにランプと報知音で運転の状態をお知らせしまず。 

•運転停止後再び運転をずるとタイマーし^外は停止前の設定状態で運転を始めまず。 
(電源プラグを抜くと記憶は消えまず） 

•水温や室温びおいとさなどは達転始めの麗の出かたがかないとをがありまず。 
そのまま2日〜30分運転すると徐々に多くなります。 


|「弱」加湿運転の時は、使用環境(周囲の明るさ、背景の色、室温など）によつて、露び見えにくいことが 


あります。 
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ち水がなくなった5、タンクに水を補給しまず 

•水びなくなってをますと、フ□ー トスイッチが働いて、吹出口か5霧が出なくなりまず。 

運転スイッチを r 切」にしてから7ぺージ r 使用前の準備2劇を参照して、タンクに水を補給してく 
ださ■し、。 


ア□マポットの使いかた(ア□マ運転) 


のア□マキャップを開けまず。 

芳香用のスポンジをア□マポット内へ入れます。（お買い上げ時はスポン 
ジはア□マポット内に入っています。） 

霞ア□マオイルを付属のスポイトで3〜日滴を目安に、ア□マポット内のス 
ポンジに染込ませまず。 

f -お願い- ' 

ア□マポット-ア□マキャップ-スポンジ 1；( 外（吹出□をはめ込む本体 
側を含む）にア□マオイルび付着した時は、されいにおさ取ってくださ 
し1。変色-変お-固着の原因になることびありまず。（ア□マポットに 
まだアロマオイルび入っている時は吹出□をタンクから取りはずしてか 
5給水などの作業をしてください。） 

本体巧部までア□マオイルげ入ったおそれがある時は、本体内部の水道 
水を捨てて、タンクキャップや本体内部の振動子と水そラ部を洗浄して 
ください。 （P11 日常の点検•手入れ参照） 

また、タンク巧には絶巧にア□マオイルを入れないでください。 

タンクの変形や破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になりまず。 


( D ア□マキャップを閉めて加湿器を運転しまず。 

♦移動するときは… 

ア□マキャップを閉めてから移動させてください。 

開けたまま移動すると、オイルがこぼれ、変色、変おする原因になることがあ0まず。 

♦ア□マオイルについて… 

付属のアロマオイルがなくなりました5、市販されているア□マオイルをお使いください。 

•ア□マオイルの香りをかえるとさは… 

吹出口を取りはずし、ア□マポット内のスポンジを取り除き、食器用中性洗剤で洗ってください。 
そのあと洗剤び残5ないように水でよくすすいでください。新しいスポンジを使ってください。 



^^除菌フィルターの交換方法 


①エアフィルター下部の巧に指を入れ、列■測にゆっくり引いてはずしま 
す。 


⑤古い除菌フイルターをはずし、新しい除菌フィルターと取りかえます。 
⑤エアフイルターの上にあるつめ （2 本)を本体巧に差し込んでか5ふた 
を閉めるようにして取り付けまず。 


参除菌フィルターの交換 
のめやすは約2年でず。 

(使用状況、使用環境に 
より異なります。） 





心 




曰常の点検•手入れ 


A 警告 

修理技術者 L ソ列•の人は、絶巧に分解したり修理-改造はしない。 

発义したり、異常動作してけがをすることがあります。 

⑩ 

分解禁止 

•お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントから抜く。 

•本体ごと水の中につけたり、本体を水洗いしたり、スイッチ部に 

运 



水をかけたりしないで<ださい。 


ショート-感電のおそれがありまず。 

抜く 


★おず運乾を停止し、電源プラグをコンセントか5巧き、本化が充分冷えてからおこなつてください。 

♦床などを城らさないよラにタオル、雑巾などを用意してくださし、。 

•就剤を使うときは薄めた台所用中性洗剤をお使いください。アルコール、ベンジン、シンナー、ミガキ 
粉、、塩素系.酸性.アルカ U 洗剤、加湿器用洗剤（クエン酸)などは使わないでください。 

本体に傷が付いた0、変色や変形することがあります。 


トップノはル、本体州則 （ 1箇月に1回程鼠 

___ _ _ — - - - - — - * * — • 

插るま湯か、薄めた台所用中性洗剤を浸した柔5かい巧 
を、固くしぼってミちれをみさ取り、か！5ぶさをしてくだ 
さい。 

— - 


ア□マポットの掃除 （1 週間に1回程度） 

收出□を取0はずし、食器用洗剤で洗ってください。そ 
のあと洗剤が残5ないよラに水でよ<すずいで<ださい。 


タンク內（毎日） 


水を入れてキ 
ャップを締め、 
振り洗いをす 
み。 

け〜3回） 

(7 ページ 使 

用前の準備 
1 項参照） 



エアフィルター （1 週間に1回程度） 

1.エアつィルター下部の巧に指を入れ、が側にゆ arffg ^4 

を端識 s 誌さます。 1 » 

♦巧れが落ちにくいとをは、水洗いをしてよく乾 一 V (v -一一0 

かしてから取り付けてください。 ^ ^ 

•エアフィルターの掃除の際に除菌フィルターびミちれていないか I 努化していないかを確認して<だ 
さい。目まとしては2年ほどで交換してください。（寿命は使用状況や環境で異なります。） 

願い」エアフィルターはおず取り付けてください。本体内部にほこりがたまり、故障の原因になりまず。 

振動子、水そう部の中 （ 1箇月に1回程度） 

-- - - - - - -- -— - 

トップパネル、タンク、フードを取り出し、柔かい巧でみい { 遷動马 ' 

てください。特に振動子の表面を傷つけると故障の原因 

となりますので、タワシや固いスポンジや金属性のブラシ ( \ ^ 

などでこすらないでください。水そラ部の内部のよごれび >：^ lUl JJJ 

気になるときは綿棒などを、用いて掃除をしてください。 巧がヴ 

♦洗剤で洗ラと霧の出かにび少なくなりまずのでお J 







修理を依巧をれる前に 


次の表に推ってお調べいたださ、必ず電源プラグとコネクタを抜いてから、お買上げの販売店または別紙 
の I お客様相談窓□一質 I にご連絡くださし、。 


症 が 

調べるところ 

直しかた 

運転しない。 

電源プラグがコンセントにしっかり差し 

電源プラグを確実にコンセントに差し 


込まれていますか。 

込んで < ださい。 


コネクタびコネクタ差込口（インレット） 

コネクタを確実にコネクタ差込口（イン 


にしっかり差し込まれていますか。 

レット）に差し込んでください。 


給水ランプが点滅していませんか。 

タンクに水を入れてください。 

送風は出ているび霧び 

設定湿度び現在湿度の表示値よりをお 

自動運転は加湿のしずぎを防ぐために 

出てこない。 

くなっていませんか。 

加湿を停止していることがあ0ます。 

露の出かたびかない。 

水に洗剤や油や藥品などび混入してい 

タンクと本体內の水を捨て、ずすいで 


ませんか。 

からをれいな水を入れて<ださい。 


本体を移動したとをなどに、水び水そラ 

一廣本体内の水を捨て、タンクをセット 


内にた < さん入っていませんか。 

しなおして < ださい。 


水温や室温びお <、運転始めではあ0 

そのまま2日〜3日分達転すると徐々に 


ませんか。 

驛び多くなりまず。 

送風び止ま6ない。 


運鼠を停止してを、本体を冷却するた 
めに約1分間送風します。 

部屋の離び劫'ちない。 

部屋が適用床面積より広すぎませんか。 



換気をしていませんか。 



床や壁の材質、または換気が態によっ 
て異なります。（床びじゅラたんの場合 
は湿度び上び0にくしにとびありまず。） 


においび出る。 

本体内側やフードやタンクげミちれてし、 

本体内側やフードやタンクをお手入れ 


たり、水びちくなったりしていませんか。 

して < ださい。 


異常報知について 


製品び異常のとさは安全装置びはたらさます。 


症 が 

調べるところ（原因） 

直しかた 

湿度モニターの『乾燥』 

と『多湿』が同時に点 
滅している。 

タンクに4日で ULh の水を入れていませ 
んか。（サー云スタが異常過熱を検知 
しました。） 

常温の水をタンクに入れてください。 

湿度設定がでさない。 

設定湿度の『5日』び点滅していませんか。 
(湿度センサーび故障しました。） 

お買上げの販売店か別紙のお客様相 
談窓口一覽にご連絡ください。 

設定湿度の『連続』が点滅していませ 
んか。（ヴーミスタが故障しました。） 

設定溫度の『40』と『目〇』 
び同時に点滅している 

タンクに4日で ULb の水を入れていませ 
んか。（ヒーターび異常過熱し、温度ヒ 
ューズび切れました。） 

お買上げの販売店か別紙のお客様相 
談窓口一覧にご連絡ください。 









THV - A 41 
加熱超音波式 

_ _ _ お聲_ 

強約日. 4 L/h ■謂約 0.2 L/h 

約7.日〜2日時間 

木造和室]] n 1(7 畳)_プレ八プ洋室18が （1 1 

_ _ _ 約 3 L _ 

おり — _ __ [ 

- 単ネ目] 0 0 V 50/60 H 2 


参この製品には保証書がついていまず。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容をご確 
認のうえ、大切に保管してください。 

参保詰期間はお買上げ曰か51年間でず。 

なお、保証期間中でち有料になることがありますので、保記書をよ<お読みください。 

♦保証期間経過後の修理については、販売店にごホ目談ください。 

修理によって機能が維持できる場をは、お客様のご要望により修理いたします。費用など詳しいことは 
お買いホめの販売店にご相談ください。 

当社は、販売店か5の注文により、補修用性能部品を販売店に供給します。 

•加湿器の補修用性能部品の保有期間は、製造巧切後目年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


使用中に異常が生じたときは、直ちに運転を停止し、電源プ I 型 一 .... THV - A 41 
ラグを巧き、お買上げの販売店に修理を依頼してください。 ±かド‘ j 半 L でキスド I 叶畔,^ 

の夕—トビスを神し〕けし、ただくとさは、ちのことを識態•ごが^を^^ブ舌雲 i く 

I _ ___ _ _ I _ . - - - - 

♦アフターサービスについてご不日月の揚さ、その化お困りの場合、お買上げの販売店または別紙の 「ぉを 
摄 SM 忌□-賢 I にご相談ください。 


♦ご贈答、ご輯居により、お買上げの販売店のアフターサービスを受けられな<なる場ちは、月 y 紙の谨 
喜様相談窓己^^にご相談ください。 


ぶ 


保証と アフターサー ビス 


品 ア□マオイル、スポイト 


約3.己 kg 


約 1.4 m _ 

幅 337 X 輿行] 8己 X 高さ300 mm 


100 W 

渴水時停止フ□ー トスイツチ、乾倒スイツチ 


保管のしかた 


保管する場合は、1日ページ曰甫の点検.手入れをおこなってから、 
タンク内の水、本体内部の水を排水して、陰乾ししてよく乾燥させて 
から、高温多湿の塌所をさけて保管してください。 

♦本体内部の排水は、トップパネル、タンク、フードを取りはずし、 
操作部側が必ず上になるよラに傾けて排水してください。 
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加熱超音液式八イブ u ッド加湿器保話書 



. 型 

式 

THV - A 41 

《保証 

期間 

お買上げ曰より]年間お買上げ曰 年月日 

ぷ 

お客様 

ご住所 
ご芳名 

干 TEL 

販売店 

住巧 
氏名 

干 TEL 

© 

またはヴイン 


/《印欄に記入びない、あるいは購入-支仏いを証日月するをの\ 
[ びない場合はお効となりますから必ずご確認<ださい 。 J 
本保記蜜は.本遥記職の内留で無料修理をおこな弓ことをお約 
束するをのです。 

株式会社 l - il-S 

干 467-0855 名古屋巧瑞穂区桃四の5番17号 TEL .052-822-1 144 


お買上げ曰から上記保詔期間中に、取扱説明書、本 
体貼付ラベル等のま意に従った正常な使巧げ態で故 
障した場合には I 本書記載巧容にをとづさ、当社び 
無料修理いたしまず。 

無料修理をお受けになる場合は、本番あるいは購入 
曰-ち化いを証明ずるちのをご提示のラえ、お買上 
げの販売店または当社にご依頼 < ださし、。 

ご乾居.ご贈答品等で、本留に記入してあるお買上 
ばの販売店に修理びご巧頼でさない場合には、当社 
へお間い合わせください。 

イ呆副期間内でを、巧のよラな蠕合には有料修理とな 
ります。 

. 使用上の誤り及び不当な修理や改造による故階及 
び損幅。 

. お買上げ鞭の落下’匿倒-衝擊-輸送等による故 
障及び損偏。 

,火災-地麗-水害 ■ 落讚-その他の天が地愛、公 
害や巽常電圧などによる故障及び損偏。 

. 居室用加湿か（例えば、温室や業務用の使用、 
車両-敞舶への搭載）に使用された墻合の故障及 
び損傷。 


ホ.本書の提示がない場合 C 

へ.本書にお買上げ年月曰-お宮様名-販売巧名の記 
入び ない 場合、または字句を書を替えられた墙合。 
通信販売等で購入をれ、それを团日月ずる商品の速 
0巧-ま化明細雲の提巧びない場合。 

5, 本雲は曰本国巧においてのみ有効でず。 

3, 本蕾は再発巧いたしませんので、紛失しないよう大 
切に保管してください。 

•この保罰書は、本書に明示した期間、菓件の下におい 
て無料修理をお約束するをのです。がってこの保記雲 
によってお客様の法律上の権利を制限するをのではあ 
口ませんので、保謡期間経週後の修理等について、ご 
不明な場合は、お買上げの目反売店及は当社にお問い合 
わせください。 

•保証期間経過後の修理等について、詳し<は「保証と 
アフターサービス」の項をご質ください。 


f 修理メモ ) 

年月曰 


修理内容 


担当者 

_ J 


お客様相談窓 □ ___ 

株式会社卜"31-= 

名古屋市瑞穂区桃園町日蚕] 7号 
干467—08已已 TEL <052)822-1 144 
FAX 〈0己2〉822-2742 


※別紙の r お客様ホ目談窓口一覧表 I を参照してください。 








